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はじめに

　新潟県北部を流れる 三面川 は、江戸時代に「種川
みおもてがわ

の制」と呼ばれる日本最初の鮭増殖システムを確立

した。また、治水と発電を目的として昭和２８年、三

面ダムが建設された。昭和４２年８月新潟県北部を襲

った「羽越水害」では、三面ダムの洪水調整により

人的被害は免れたが、沿川に甚大な被害をもたらし

た。これにより、新たに奥三面ダムを建設すること

になったが、磐梯朝日国立公園内に位置することか

ら、周辺環境への配慮、試験湛水を開始する平成１２

年１０月までの工期厳守とコスト縮減についても重要

課題として取り組んだ。

事業の概要

　事　業　名：三面川総合開発事業奥三面ダム建設工事

　河　川　名：二級河川三面川水系三面川

　事業期間：昭和５５年度～平成１３年度

　事　業　費：８２,２００百万円

事業の特徴

　奥三面ダムは洪水調節と水力発電を目的としてい

るが、ダムサイトは金壺渓谷と呼ばれる急峻なＶ字

谷で、直上流は広い盆地状の地形を呈し、アーチ式

ダムを建設するのに理想的であった。ダムは、治水

利水計画から、洪水調節は自然調節方式とし、高さ

１１６m、総貯水容量１２５百万�とした。

　環境対策として、自然改変面積を小さくするため
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試験湛水中の奥三面ダム（貯水地の氷が弛み放流水と共に流
れ落ち、ようやく水面が見え始めた。（４月８日撮影））

コンクリートの高い品質と強度が要求される。また、

急峻な地形における上下作業、積雪による工事中断、

工事用道路の度重なる災害による交通止め等、悪条

件を克服しての工期厳守とコスト削減を図ることは

容易ではなかった。そのため、設計の見直し、土木

技術の粋を駆使した施工の合理化、関連工事を含め

た綿密な工程管理等によりコスト削減と工事日数の

短縮を行った。

　平成１２年１０月予定どおり試験湛水は開始され、翌

１３年４月９日最高水位EL２２９.７５mに達した。各種試

験の結果、ダムの安全性が確認され、同年１０月１９日

竣工式を執り行った。現在、工事が完了した現場に

は、新しく「あさひ湖」と命名された人造湖が、緑

の樹林のなかに満々と水を湛え、周辺には猿、狸等

の野生動物が戻り、湖には岩魚が生息していること

が確認されている。

左岸側のり面保護（最下段は１年経
過、上部は吹き付け後５年が経過。よ
うやく上部が、全面的に緑化され法
枠が隠れ始めた。）

竣工式直前の奥三面ダム（試験湛水完
了後、水位を徐 に々上昇させている。）


